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奈良終吉illf地域におけるへリコプタ築材の実態を把握し，一般的利用のための結婚整備計混U，

運行システム等の考察の基礎資料を得zることを目的として，当地域でヘリコプタ築材を実腕して

いる 2社のうちの l社の作業実績の記鍛を分析した。吉野地域全体でのへリコブタ集材による材

の搬出識は年!日]約 16千rri'1こ及ぶものと推定され，搬出される地区， ヘリポートについては，地

域内の特定のIK域に利用が集中しており，ヘリポート毎の搬出散にはかなりの授がおることがわ
かった。また共同手IJn]の状況については契約作業のパターン，へリコプタの隊動ノfターンに

ついての分析ーから契約作業の平均搬出;設が44.2tと比較的大きく，荷主IH]の共開化について
はさらに効率化を図る余地があるものと思われた。当地域の現状では平均的な{支出経費は 25，414

IIJ!rri'と推算された。

はじめに

へ 1) コプタ集材はコストが l 、ため，一般には実用的な集~;;j'1jfl~とはみなされていなかった。

しかし近均三，集科手段としてへリコプタが用いられる事例が附加している。ヘリコブタによる年

lHJ木材織11:¥材樹は， lli':if1l57年以前には千百fを越える年はほとんどみられなかったが，昭和58年
には6.7千ITf， 昭和59年， 60年にはそれぞれ 11.9千rri'， 10.6千ばであり li 昭和61年度には

25.0千m3:!1と急i敢に増加している。
IIRf[J 61年度の搬出材の内訳は，民有林の一般材が9千ITi: 民有林の被害材が4千ITf，間古林
の一般材が21千rri'となっている。このように， ヘリコブタ築材の対象林分・樹種は，①とし

て掴有林の作業でみられる天然、林火器水の抜き伐り，⑨主として民有林でみられるスギ・ヒノキ

楼良材の1m丸@船くい虫被害材のi珠伐，の3積額が主なものであるO 君主者のうちの一人は争に
L，民有林のへリコプタ集材作業の先進地域であり中心地域である奈良県指針地域での調査

をもとに作業功の分析を1.j:J心とした研究を行ったお。

ヘリコブタの利用が急、惜した主とした1ill出としては， ~I~皆伐胞業への関心が高まり，林業不艇

による段出年lf立の小規棋イヒ等の状況下でへ 1)コブタの機動匙が注目されたこと，労働力の部約が

可能なこと等が考えられる. この点、ではへ 1)コブタ築材の手1]則を必要とする地l或は古lHf地域以外

にもいくつか仔夜すると忠われる。野地域では高品質材が多く出在しているという条件もあっ

てヘリコプタの利用が特にjffiんだのであるが，利用の効率化をほ|り集材コストを低減できれば，

{也i自i或でへリコブ夕立さ料をすミIlJ(t'-，Jに利用することもI江古Eと問、われる。
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利用の効率化のためには，ヘリポートの配践の合理化，ヘリコプタ利用の共同化等が考えられ，

それらを考躍した基盤懇硝計制，ヘリコプタの運行システムを考案する必裂が品うる。そこで今回

の報告では，上記計甑， システム考案のための基礎資料を得ることを目的として，古野地域での

へ1)コプタ集材作業の実績資料から，搬出没の位綬的な分布とヘリポートの利用状況，ヘリコプ

タの共同利用の状況，個々の搬出作業の搬出競，搬出経費等についての分析結果について述べる。

-古野地域でのへリコプタ築材の導入の経緯と

ここで同地域でのへリコプタ築材の導入の経緯と背設について簡単に述べておく。

i昭和何年9月に， 試験的にへリコブタ築材が行われた。機種は最大積載矯2，500kgのべJレ

214Bで，現在の主力機離である最大積載重盤 1，300kgのベル204B IIよりも大型である。以降，

散発的に利用されていくなかで， 46年 12J'Jに奈良県林業指導月rrから手引書 Fヘリコブター作
業がl却されるo I司書には労鋤者不足のため利用の増加もやむなしといった記述がみられる。
特年 11月には東吉野村でパートル 107 11 (l ，800 ~ 2，800 kg級)の作業の記鍛がみられる九

55年頃からけ1日本航空巨社による本格的なヘリコプタの導入が始まった。 i百j社の吉野地域での
主力機揺はベノレ204BIIである。 55年9月には， ロイヤル航空社が東市野村で、ヘリコプタ築材を

試行し， 以降1m社は東古野村を中心に最大級戦盤800kgのうマ SA315 B による築材事業を展開
している。現夜はよ記2社がシェアを二分してへ 1)コプタ接材事業を行っている。中日本航空社

は古野町に，ロイヤjレ航空社は:東吉野村にヘリコプタを常駐させて利用の便宜をはかつている。

搬出繁j切には朝日航洋社が作業を諮け負うこともあるが事業越は少ない。

導入の背景としては休業労働者の不足という社会的状況が大きい。従来の梨線による搬出作

業の実施が間難になってきている。林業不振のため伐出単位が小規模化し，回定費用の負担の大

きい架線作業が費用的に不利になりやすいという状況もある。ヘリコプタ築材は変動費中心の費

用構成なので小規模な伐/J:l単位の作業に過している。また，岡地域での独特の施業体系により

材・が多く

る。

したため，へリコブタという高知liな手幽段の利用に蹄み七りることができたと

調査方法

1:1:1日本航空社(以持N社と11手ぷ) の市野地域におけるヘリコプタ築材作業を記録したデータ

を入手しこれについて分析を行った。

分析にm~、たデータはへ 1) コプタの作業飛行記録畿である。この記線表はへリコプタの使用料・

金の算:I:l:l基礎となるもので，作業飛行1:1:1~こ副操縦士が記録する。縦|壊から着陸までの作業飛行時

間c1ラウンドの作業と rl'j吋~)， 1在彼 clサイクルの作業飛行と11手ぷ)毎の運搬物の楢:類と

が記録される。ヘリポ…トRJJの移動飛行・時間も排せて記録されるが， このIllilIfJについては全て

が記銀されているわけではない。作業飛行記録表の記入項目には他に，日付，機器[，機体番号，

(作業の契約者もしくはスポンサー)，作業の線認者(荷主もしくは荷主の代間人)，操縦士，

といったものがある。作業飛行記鍛は 1担約作業(以持 1flj:の作業と11手ぶ)待に l綴りに

して記録されている。 I現1!こ作業の流れをポす。
記録表は作業の契約を行う事業体協に保管されている。事業体俗に顧客層(;J:l児なっている。今

回取り倣うデータは A，B， C， D， Eの5f閲の事業体のものである。 A事業体は Nt!:と古野地

域の素材生成業者とのIBJに立つ契約の代開業者である。号事業体は A事業体と同じく契約代開

業を行うが，木材販売業，素材生産業も行っており，奈良除外の吉野地上波以外での作業の契約も
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議1 データのfif数
Tablc 1. Number of cases in data 
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考察

行っている。 C事業体は素材生総業者で，その契約は

leltl:の作業のみで‘あり N社と直接契約をしているo

D事業体は 8事業体とi可搬な性格の事業体であるが，
j且模が小ぢく，所冶::1'出近illの小数の議材生産業者の契
約しか取り扱っていなL、o E:tJ工業体は C事業体と同
じく素材!:.色稼業者で自社の契約のみを N社と誼接に

行っている。

1に事業体毎のデータ件数を示す。事業体によっ

て作業飛行記録表の保管状況は興なる。ほとんどベル

20" B 11の作業であるが， ベル214Bの作業を 12{tj:， 

ラマ SA315 Bの作業を2{Ij:含んでいる。 奈良県内の

作業は吉野郡および宇陀郡， 商l取1官文矧君社制'1札!
で行われているO 以降本論ではこれらの地域を合めて

野地域と呼ぶことにする。!県外の作業(京都府，

和歌山県)， 作業場所不明の作業，及び吉野地

域内での作業であるが具体的な場所を特定できない作

業が併せて47件あった。

o契約作淡
Contract operation 
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1.搬出肢について

1 )搬出謡:の基準化



搬出される材を集材される場所(ヘリポート)鮮に集計して，搬出状況を考察する。記線表か

らは搬出される材の樹締までは判らないので， iJJからこI::J誌で-あるヘリポートに材として搬出され

もって搬出墳と定義する。表 lにみられるように，データ縦である事業体によって，

データの期間， すなわち作業記録がある範11自の月数がal1なっており， 月についても 12カ月にわ
たって均等になってはいない。集計に際して，季節すなわち月による搬出散の推移の傾向を汚厳

して，データ期間の偏りをなくすために次の操作を行う O

事業体勾:に， 搬出簡をJ=W:Hこ合計し， それをその月のある年の数で除する。例えば A

休については， 1， 2， 3， 4丹は 63年のみ， 11， 12月は 63"'~のみなのでこれらの月の集計法は

lで!践し， 5Hから 10Hは62年と 63年の 2年分のデータがあるので， これらの月の集計箔は

220 

'lff1 
legend 

開畑・ー町- 県明
ao叩dary01 pref(lctore 

--_11削111手
Boundll円。fCHi~tI .tolln5 and vll1ages 

-一一附!latillr焔l刊a，J，
O 

X 

地i主臨時{事酌 2 t.'~n)
HU!lber of sect10n (see tdbh 2) 

L.'3 (~l! "'-1St} 

L-10f 、10tJ

L2 O{!~.50tl 

ヘリ:r.ω1，: L 1 (~I: 命、 90t)

tMipDrt 

L 5 (刈

基地ヘリポω1・
Sds.eheli開"ロ
O
拶

O
⑧

¥、
/
¥
k
l
/
J
f
k
e
r

、d

h司会

i

'

y

t

h

1

1

1

L

!

k

-

t

f

a

¥

1

4

1

r

k

i

T

U

K

、¥
i
}

「

官

、

、

15 km 
t 

/.J"'¥ 

/ 
式

.ノ
/・J

f 

{ -一てア / 
j'.J "-.---J V' ('  

司 A 、
L 倫-< "-. i 
/" '> ru 
....._，四〆・【由・、 /' _./、・、 / ← 一 ーー『)./.，..i ・')r''-、¥
'¥f  

l濁2 ヘリポート{立校l遡
Fig.2 Location of hcliports 

10 
占



表2 1也1X4浮の搬出滋Mおよびヘリポート数
Table 2. M and number of helipori日ofeach seclion 

若手号 i也 ぽ 名 搬出土設M(t)ヘリポート数

11 綴 jギiliSakurai city 56.8t 4 (9) * 1 
12 御所 iliGose city 12.9i 2 ( 2) 
13 五:係 dlGojo ciiy O.Ol 1 ( 0) 
21 潟市部Takaichicounly明日寄付Asukavillage 0.8l 1 ( 1) 
22 潟取l1lJTakatori lown O.Ot 。(0) 
31 学柁 1部Udacounty 2窓生村Murouvillage 18.2t 7( 4) 
32 際繍村Sonivillage 1.7t 1 ( 1) 
33 御杖村Mitsue village 15.8i 5 ( 2) 
34 機原綿JHaibara iown 6.7i 1 ( 1) 
35 予在的野IllJUtano town 2.0l 1 ( 1) 
36 大宇陀町‘Oudatown 45.8t 4 ( 3) 
41 吉野刻IYoshino county 策浅野村Higasiyoshinovillage 277.7t 21 (13) 
42 川上村Kawakamivillage 438‘9l 25 (18) 
43 吉野町Yoshino vill age 131. 7l 11 ( 8) 
44 大淀町Oyodovillage O.Ot o ( 0) 
45 下市町Shimoichitown O.Ot 2 ( 0) 
46 ~潟村Kurotaki village 4.5t 1 ( 1) 
47 四古野村Nishiyoshino village 17.1 t 6 ( 2) 
48 天 JII村Tenkawavillage 1O.6t 9 ( 3) 
49 大略村Otouvillage 1.3t 1 ( 1) 
4A 上北山村Kamikiiayamavillage O.Ol 3 ( 0) 
4B 下北山村Shimokitayamavillage 8.9t 1 ( 1) 
4C 十体JlI;付Toisukawavillage 9.4i 7 (…)ホ2
4D 野迫川村Nosegawavillage O.Ot 。(0) 
吉野地域内地区不明分 116.3t 
Unidenlified sections within Yoshino district 

E5野地域小ttt 1177.2t 114 (65) 
Sum of Yoshinc district 

京都府KyotoPrefecture 68.5t 7 ( 7) 
三議県MiePref巴cture 46.51， 5 ( 5) 
和歌山県WakayamaPrefecture 39.0 5 ( 5) 
地区不明Unidentifi日dsoctions 9.8t 5 ( 5) 

l仁h3、 Hi・Sum 1341.01， 136 (87) 

* 1 :括ijJJl内は分析したデ…タ内で災際に使用されたヘリポートの数
* 1: Numb担rsin parenthesises are of practically used heliprot within ihe data. 
*2:使用されたヘリポート名は二釈明
* 2 : None of heliport日 couldbe identified. 
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2で除するO こうしたうえで， 12の月の集計殺を平l-s]する。 このようにして 5個の事業体それ

ぞれについて月平均の搬出議が得られる。全事業体の取り散った織出慌にするために，これらを

合計し， これを搬出没J¥!I (1昇段t)と定義する。搬出没Mの算出には全てのデータを問L、た。

集計の最小単位は材が搬出されたヘリポートであるから， 搬出:段J¥!I(丸 今回取り扱ったデータ

の給問内で'Ht寵される， N社のヘリコプタ築材作業によってあるヘリポートに築材される iカ

月あたりの木村澄設である。

2 )ヘリポートについて

27野地域に存恋するヘリポートを[ヌ12(こ示す。ヘリポートの位目立は Nf:l:の資料から得た。

N fl:は古野町上市に基地ヘリポートそもっている。 基地ヘリポートは 1EIの搬出作業がそ

こからおが易ヘリポートに移動しで!民間され， 1 E:lの全ての作業が京冬了するとへリコプタが帰投し
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てくるヘリポートと定義する。現場ヘリポートは土場すなわち荷卸し場として手IJff:Jdれるヘリ

ポートである。

桜井市，大宇陀町にも基地ヘリポートとして利用されるへ 1);沢一トがある。現場ヘリポートも

十分な広さがあれば臨時lこ墓地ヘリポートとして利用されることもあるが，その頻!置は少なL、。

3 )地IR侍の融l:l:l:段
子111豆町村日IJに搬出盤Mを集計した結果を表2に示す。吉野地域全体での搬出趨[Mは合計
1，172.2tである。 搬出される材の比重を0.9と仮定すると， 搬出議Mはiカ月の搬出:鼠の推定

憾であるから， Ntl:のへリコブタによる吉野地域での年間搬出材積はほぼ 16千rri'tこおよぶもの
と考・えられる。

表2から，吉野地域でのへ 1)コプタ築材の中心地区は川上村，東吉野村 I吉野町であることが

わかる。この 3地誌で吉野地域全体のほぼ70%の搬出磁を占めている。地の地iまでは， 基地ヘ
リポートが存在している桜井前，大宇陀町での搬出議がそれに次ぐ簡を取っている。

4 )ヘリポート毎の搬出盛とその利用状況

2にみられるように，存在するヘリポートがすべて頻繁に搬出に手ljff:Jdれているわけではな

い。そこで，描出議Mでヘリポートの利用頻度を詳細iしてみる。

分析したデータ内で実際に能用された吉野地域 L4 

内のヘリポート 65@について，搬出議M による 20~n 

度数分布をとると関3のようになる。搬出議M

の{直によってヘリポートを L1から L4の段i鞍に

分類し，分析したデータの範闘では使別れな IOjllll~ 
かったヘリポートをL5として，それらの{立援を

間2に示した。ただし， L4のヘリポートのうち

の9個と L3の111111は{立設が総定できなかったの

で示していなし、。

搬出議Mの大きなヘリポートは吉野町とJlIJ二
村の境界付近， JIU二村の中心部付近，東吉野村の

南部，そして桜井市と大宇陀町と吉野町の境界付

10 20 30 40 50 60 70 80 9"0 
M(t) 

関3 ヘザポートへの搬出獄Mの皮数分布
Fig. 3 Fl'e巴qu 巴ncy d出i呂以tl'討ib以切コ孔刈u凶川tionof “ M 
which means sp日ωC1汀fiぬ日damηlount of 
logs tじI'anspol'tedto a helipol't. 

近に存在しており，へ 1)コプタ築材の対象となる林分がこれらの区域の付近に集中していること

が推測される。

{臨の地域でへリコプタの導入を考える場合，碁盤務備としてのヘリポートの配躍については，

t}iに出的に当該地域をカバーするのみでなく，対象林分の分布と現謀議といった資源滋に関する

情報も考慮する必要があることが示唆される。また，予想されるJJfW:¥f設に応じてヘリポートの設

備や規模を等級分けすることも有効であろう。

2.作業パターン

i機のへリコブタの l日の作業は，関 lに示したように移動説i翰と l件の作業の組合せ及び繰

り返しによって捕jまされているが，ここでは 1機のへ 1)コプタが行う 1{lj=の作業のパターンにつ

いてみてみるO 以降，断わりがなければ，対象とするデータは全期間金事業体についてのもので，

機棋はベル204B Ilとする。

1) 1件の作業肢と搬出控悶

各件の持の平均車滋，Sjl.l討サイクルタイム，サイクル数についての謀本的統計(肢と度数分布与を

表3，Iま14，凶5，関6~こ示す。



淡3 lfIl'の契最，;1'r:梁の謀本的統合j'ifEi
'rable 3. Basic stalislic values 01' conlracl operations 

荷の平均議畿 SjZ均サイク jレタイムサイクノレ数

A verage weighl Average 
。floads cycle time 

il~， 位 Unit kg ロlln.
皮 数 Number 525 568 
平均綴 Mean 1075.5 3.56 
長支火綴 Max 1309.6 21.3 
般 IJ、鎖 Min Oホ1 1.5 
標準偏毅 STD 137.1 1.49 
変動係数 C.V. 12.75% 41.86% 

*1:1自のき窓術ぞ含む
*1・Inむludingono ompty load 
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は，ベル 204B IIの最大絞殺意議よりも幾分少ない憾の 1075.5kgをJ:jJ心によく

iわして分布しているo 一荷盤はほぼ 1100kgとみなしてよいものと思われる。

平均サイクルタイムは大きな織がいくつかみられるが，平均値をやや下回る{肢を中心に 2分か

ら4分の範悶に集中しているO ベル 204B IIの作業の功続分析結果Iiを参考にすると， サイクル

タイム 3.5分となる集材距離はほぼ 1500mと推測される。 サイクル数は， 少ない数に揃った末

広がり裂の分布をしている。ヘリコブタ築材は小規棋の搬出作業に適しているということを裏付

けているO しかし，総搬出裁の平均は 44.2γであった。材の比震を 0.9とすると平均総搬出材酪

はおよそ 50nfにおよぶものと推定される。吉野地域でのへ 1)コブタ築材は主として択伐{支出に

利用されていることを考践すると，対象林分は優良大徳木が多いとはいえ， H牛の契約作業では
かなりまとまった段を擁立出しているといえる。

;1'1:*)サイクル数の平均必.1[i}] 1，075.5 kgを梁ずると 45.3tとはり平均総燃lii没よりも大き

な依となるが，これはサイクル数に総忽飛行のサイクルが含まれているj勢合があるためである。
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2 )ラウンドと給油， 1件の総作業11初日

給油はほぼ 60分に l回行われる。 iラウンドの作業時間の分布は 60分付近をピークにして，

10分前後の小さはlむまで司王滑な分布をしており，平均{誌は 42.0分であった。ラウン 1，'間の給

油・休憩時間についてみてみると， ラウンドあたり平均であった。実際の給油作業自体は 10分

ほどで終了するのだが，荷吊り殺の長さの変更等の作業や， illI日り場でのt¥長野ij持ちなどのため，

このような{誌になっていると考えられる。 1件の平均ラウンド数は 3.2凶，平均総作業11部mは
137.5分であった。

3. f家動パターン
ヘリコプタ築材は変動設中心の費用構成であるが，作業現場までのヘリコプタの移動空輸費問

が間定説用的に倒jき，搬出盤が少ない場合には単{立搬出:段あたり搬出費用にひびいてくる。その

ため，搬出費用を抑えるためには被数の契約作業をまとめて，移動輪あたりの搬出議を増やす

必要がある。これはヘリコプタの稼勤スケジュール調懇の問題である。

1) 1 13の作業議

ベjレ204B 11は通算4機稼働している(現夜は3機。 1[ヨの契約作業の判:数，総作業飛行11寺i討
を表4，表5!こ示す。 1日の総作業飛行時間は|盟?に示す様に， 110分台と 190分台にピークが

あり，その聞は高原状となった分布をしている。

へ1)コプタの 1日の様様総飛行時間は41時間と推奨されている九実際 113の移動空輸時間
については， 作業飛行機録表に記載されているもののみの平均で 18.0分であったから， 総飛行

11寺n号は平均してほぼ4時間服!変であると思われる。 2. … 2)でみたように件あたりの作業
飛行時間は平均 137.5分であり，表4から 1日の作業i*数はほとんど H牛か2件(平均1.57件)
であることから，現状では移動空輪あたりの搬出滋をまとめる努力は人の荷主が 1件あたり

の拠出;監をまとめることでなさ

れている額向が強いと思われる。

2)現場ヘリポート聞の移動

移動の頻度についてみてみる。

l機が 11ヨに般用するヘリポー

ト数，使用する各ヘリポートで

の作業件数の頻度を表6，表7

に訴す。 1機が 1Iヨに前田する

ヘリポート数は平均1.51現と

なっている。各ヘリポートでの

総作業協は平均件数が1.13ft1:
であり，サイクル数でみると l

{LI:あたりの平均サ・イクル数42.1

問に対し 47.5問である。 J'で
述べたように，ひとつのヘリ

ポートでの作業選をまとめるこ

とは，いくつかの作業契約をま

とめることによってというより

も， ひとつの作業契約での杓コ業

まとめることによって主に
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なされていることがうかがえる。

次に移動飛行のデータについてみてみる。作業飛行機踏表に記録されている移動飛行のデータ

を抽出し，移動時間と移動場所について考察するO

移動?と，移動先となっている地!~王将に集計すると，誕地ヘリポートのある古~ylllJが 72.3% ，

野地区全体で 95.7%となっているο また， 移動の日的となっている地区i廷に集計す司ると}I!J二村，
東市野村，古野IIlJがそれぞれ 37.6%，28.9%， 表6 機1日あたりへ 1)ボート使用数
12..1%となっており， これらの地区で 80%そi!? ?ab106.NLImber of ileilport usod 

めている。これは，ほとんどの作業が市野町にあ

る慕地ヘリポートを中心にして展開されているこ

と，および1.でみたように搬出の中心が川上村，

東吉野村，市野町にあるということを裏付けてい

るO

移動時間の分析についてはベル 204B rrのデー
タを対象とする。全ての移動飛行時間についてみ

by ono h白licopt臼ra day 

回数 波数
Number 

297 
2 67 
3 21 
4 4 

ん[::1事(，-1- S びum 389 

てみると， 8.64分を平均値として 2分から 75分 表 7 機 1臼lヘリポートでの作業件数

にわたっているが， 20分を越える移動飛行は明 Tabl日7.Number of operation cases of ono 

らかに N社の本社がある名古鼠説滋11割問の移動 holicopter in one heliporot a day 

や，他府県で-の作業のための移動飛行であるので，

これらをi除外し， 20分以下の移動飛行時1mにつ
いてその分布引諸8に示す。 10分以下の範聞で

は， 5分の{泣が飛び抜けているがほぼ均等に分布

している。 20分以下の範閣内での移動飛行時間

の平均値は 7.25分である。

3 )作業繁期について
1唱。

ヘリコプタ利用の需要が多い場合には複数の機 fso 
1本を同時に稼動させる必要が生じる。へリコブタ E 
の運行を計闘する場合， j1諮袈殺の変化に季節的な れ。

ものがあるのかどうかといった情報をおさえてお

く必要がある。

図9Iこ丹i迂の搬出議Mの推移を訴す。ただし，

この備には古野地域以外での搬出量は含んでいな

L 、。聞きlTi(りによれば，古型yJ自J或では市のI}liかれ
る9Jc]， 10 J=Jにヘリコプタ利用の掃裂が増える

40 

20 

そうであるが， 1~19 からは 7 月から 12 月にかけ m 

て搬出設が多くなっている。 8月には設のため作 2::: 
業期間が半Jiほど減るために搬出盛も少なくなっ 120 

ている。
100 

回数 度数
Number Frequcncy 

297 
2 67 
3 21 
4 4 

合計 Sum 389 

図8 移動後輪11主総!の度数分布
8 Frequency distribution of 
transferring flight time. 

20 
作¥in
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Month 

次lこ，複数のヘリコプタの I~~JII引率働の状況につ

いてみてみる。全会H業体のデータが敢なっている
lUJIHJは11日平Li62"1': 5月からIIBf[]63主f2月までの
10カ月1mであるひこのlUlIl¥Jについては吉野地域
で行われた N社のへリコプタ築材作業をほぼ網

iま19 月傍の搬出殻Mの撚移
Fig.ヨTransitionof“M" in rnonths. 
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E在できているものと!忍われる。そ
こで， この期間内lこ範聞を絞って

線数のへリコプタが稼働したぽ故

を調べてみると，表8のようで

あった。 2機稼織はベル204Bll 

議8 後数機同時稼働の作業日数
Table 8. Number of days when some helicopters were 

operated at the same tim巴

年 Year8.62 8. 63 
月 Month 5 6 7 8 9 10 12 1 2 

が2機の場合と， ベル 204B II 1 204B II x 2 
204B n and 214お

機とベノレ 214B 1機の場合があり， 204B II x2 and 214B 

- 4 637  。
必
刈
‘
唱
'
A
4
.
，A

i日だけであるがベル204B II 2 

機とベjレ214B 1機の 3機が同時に稼働した日もあった。このl境問の延べ作業日数は 154臼で

あった。

4.経費について

吉野地域で行われたへリコプタ集材での平均的な{支出資mを試算してみる。材の比重は0.9と
仮定する。

山から土場への搬出のみの費用は， 2. -1) より， 平均サイクノレ飛行u割前3.56分， 碑の平

1075.5 kg，ヘリコプタの使用単価は 6000円/分であるから，

3.56X6000 
一一一一一一一口17，874(円1m')
1.0755/0.9 

、、，ノ-
f
t
t
、

• • • 
となる。

次に移動飛行費用の負拙を求める。作業現場までの移動飛行費用の単位材積・単位時間あたり

の負較は 2. … 1)より総搬出盛:の平均は 44.2tであるから，

6000 、
一一一一一回以122(円1m'・分)
44.2/0.9 

-・ (2)
である。 l日の使用ヘリポート数の平均値，および1日の作業件数の平均値は 3. … 2)より，

それぞれ1.5凶， 1.57件である。 1臼の移動回数は，移動場所の数すなわち l日の使用へ 1)ポー

ト数に，t基地ヘリポートへの帰投の移動飛行として lを加えた般となる。 11到の移動飛げの平均
11寺|習として 3. … 2 )より 20分以下の給関内での移動飛行時間の平均値7.25分を用いること

にする。移動空輸費用は 1日にヘリコプタを利用した持主間で分担するものとすると，単位材f1It

あたりの移動空輸質問の負制は，平均で

122口 1408(内1m')

-・ (3)
と推定される。

築材が行われるi時点までの伐倒と持造りにかかる経費は 6132円1m'31であるO これに (l )， 

( 3 )式より描出経費，移動飛行経費を1JUえると，場までの伐Ul経費は 25，414円1m'となる。

おわりに

以上，吉野地域におけるへリコブタ築材の実踏について分析してきた。ヘリコプタ築材の今後

の民間については，実行可能な条件をj持たす{也の地域への導入ということが考えられる。その計
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樹立案に際しての留意点後，以上の結果をもとにして考察してみる。

地i哀別，へリポ…ト日IJの搬出設についての結果から，ヘリポートの配援については事前に締出
の対象となる資源盤とその!な置を把隠し，それに応じて許制することが必嬰である。

移動空輸費用の負担分減らすためには 1ヘリポートでの合計搬出ま誌を多くする必裂がある。こ

れには 1{Lj:の作業滋を地やす方法と作業{lt数を増やす方法とがあるO 吉野地域の現状ではI{牛の

作業の鍛出盛の平均舗は44.2tと比較的大きいため主として前者の方法によるものになっている

が，ヘリコプタ築材の利点、をより生かすためには主として後者の方法を実行する必要がある。ま

た，諮嬰が多く機数機を同時に稼働させなければならない場合も多くみられたことから，ヘリコ

プタの運行については契約作業の共同化，ヘリポート11¥1の移動を効率的に誠整するシステムを考

案する必嬰があるといえる。

さらに，育林・保脊等の作業のために，作業員の通観jの問題も忘れてはならない。これについ

ては，簡易作業道の整備といった対策が考えられる。

最後に，本研究を進めるにあたってデータの擬供等多大な御使寂，御協力をして下さった中日

本航空株式会社に対し，心からの謝惑を表します。
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Resume 

We analized records of helicopter logging operations in Yoshino district of Nara 

Prefecture. executed by th己 oneof the two air service companies that have been ex-

ecuting helicopter logging operations in this district. The purpose of the analization 

is to grasp the present condition of operations in order to obtain basic informations 

to desin a base adjustment plan and an operating system of helicopter for gene1'al 

utilization of helicopte1's fo1' logging ope1'ation. The volume of logs transported by 

helicopte1' is estimated up to about 16.000 rri' per year. Looking over日ectionsand 

heliports where logs have been transproted to. we found that there are several zones 

where helicopters are concentratedly utilizεd for logging operations and that the 

amount of logs transported to a heliport var匂sfrom heIiprot to heliport in rather 

vast range. Analizing patterns of each contracted helicopter logging operation and 

that of operating helicopters. we found that av巴rageamount of logs transported in a 

contr伺actedoperation is 44.2 t. The amount of that seems rather large. so it seems 

that co-operation of sponsors could be more efficient1y enhanced. The average har-

vesting cost-cutting. packing and logging-is. we have estimated within these data. V 

25，414 per rril • 




